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お
お
と
う
桜
街
道
も
み
じ
館
前
に
は
、
大
型

特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
露

店
が
並
び
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
８
月
20
日
、
21

日
。
日
本
テ
レ
ビ「
24
時
間
テ
レ
ビ
34『
愛
は
地
球

を
救
う
』」に
合
わ
せ
て「
道
の
駅
お
お
と
う
桜
街

道
２
０
１
１
夏
祭
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
永
原

町
長
は
式
典
の
中
で「
こ
の
夏
祭
り
は
、
震
災
に

遭
わ
れ
た
被
災
地
の
方
々
の
力
に
少
し
で
も
な
り

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
募
金
活
動
と
合
わ
せ
て
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。
２
日
間
の
夏
祭
り
を

大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。
来

賓
の
祝
辞
を
受
け
た
後
、
司
会
者
の
パ
ワ
フ
ル
な

発
声
で
道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
２
０
１
１
夏
祭

り
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ン
ド
ラ
イ
ブ
は
、
大
雨
の
た
め

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
型

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
伊
田
保

育
園
・
宝
保
育
園
の
保
育
園
児
に
よ
る
元
気
い
っ

ぱ
い
な
和
太
鼓
演
奏
、
も
の
ま
ね
番
組
な
ど
で
大

活
躍
中
の
市
原
利
夏
さ
ん
に
よ
る
美
空
ひ
ば
り
や

マ
イ
コ
ー
・
り
ょ
う
さ
ん
に
よ
る
マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ

ク
ソ
ン
の
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
蛇
面
太
鼓
の
和
太
鼓

演
奏
や
さ
ま
ざ
ま
な
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
中

の
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
教
室
の
Ｔ
Ｔ
Ｐ―

Ｄ
ａ
ｎ
ｃ

ｅ 

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉｏ
の
迫
力
あ
る
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
１
日
目
が
終
了

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
海
賊
戦

隊
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
が
２
部
に
分
け
て
行

▲迫力のある和太鼓演奏をした縁太鼓 ▲南国気分にさせたフラダンス

▲会場を和ませた飯塚吹奏楽団 ▲華麗な歌声を披露。Reikaシスターズ

▲子どもたちに大人気だった風船ショー ▲アンコール続出。大任中学校吹奏楽部 ▲見事なバチさばきを披露した蛇面太鼓 ▲保育園児による和太鼓演奏

◀
永
原
町
長
を
は
じ
め
多
く
の
人
が
参
加
し
歌
声
を
披
露
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ

❶
写
真
１
８
０
０
枚
で
制
作
し
た
被
災
地
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
ボ
ー
ド
。
❷
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
終
え
、
復
興
支
援
状
況
を

伝
え
る
た
め
に
会
場
に
訪
れ
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
。
❸
子
ど
も
た
ち
を
興
奮
さ
せ

た
海
賊
戦
隊
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
。
❹
❺
会
場
が
爆
笑
の
渦
に
巻
き
込

ま
れ
た
市
原
利
夏
さ
ん
、
マ
イ
コ
ー
・
り
ょ
う
さ
ん
に
よ
る
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
。

Ｔ
Ｖ
番
組
に
協
力
し

２
日
間
、祭
り
を
興
じ
る
。

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。
さ
ら
に

姉
妹
デ
ュ
エ
ッ
ト
Ｒ
ｅ
ｉ
ｋ
ａ
シ
ス
タ
ー
ズ
に
よ
る

歌
謡
曲
、
大
任
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
大
任

音
頭
な
ど
を
披
露
し
た
大
任
町
踊
り
愛
好
会
な
ど

が
夏
祭
り
の
雰
囲
気
を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
、チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
で
は
、
多
く
の
人
が
参
加
し
、

自
慢
の
歌
を
会
場
に
響
か
せ
観
客
を
う
な
ず
か
せ

た
り
、
笑
い
を
誘
っ
た
歌
を
披
露
し
観
客
か
ら
笑

顔
が
あ
ふ
れ
会
場
は
一
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
19
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
宮
城

県
石
巻
市
で
炊
き
だ
し
や
側
溝
の
清
掃
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
た
田
川
青
年
会
議
所
と
一
般
公
募

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
強
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
中
、
無
事
活
動
を
終
え
生
の
声
を
届
け
る
た

多くの人でにぎわった熱い夏

道の駅を沸かせた数々のイベント

も
み
じ
館
前
が
舞
台

お
お
と
う
桜
街
道

２
０
１
１
夏
祭
り
開
祭
。

め
、
被
災
地
か
ら
直
接
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
訪
れ
ま

し
た
。
会
場
に
到
着
す
る
と
大
き
な
拍
手
で
出
迎

え
ら
れ
、
被
災
地
の
現
場
や
活
動
な
ど
、
ス
タ
ッ

フ
の
生
の
声
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
夏
祭
り
は
続
き
、
会
場
に
訪
れ
た
人

た
ち
は
最
後
ま
で
飽
き
る
こ
と
の
な
い
夏
祭
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
横
で
は
、
募
金
活
動
が
行
わ

れ
、
多
く
の
人
に
募
金
の
協
力
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
総
額

66
万
２
５
２
６
円
の
募
金
が
集
ま
り
、
こ
の
募
金

は
被
災
地
へ
の
支
援
を
中
心
と
し
た
災
害
援
助
や

福
祉
・
環
境
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲一糸乱れぬダンスを披露Non Section ▲田川輪月連盟による創作炭坑仕事歌

▲見事な舞を見せた大任町踊り愛好会 ▲和田幸二さんによる歌謡ショー

①

②

③④⑤

▶
式
典
で
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
永
原
町
長

▲イベント期間中多くの人に協力していただいた募金会場
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笑
い
か
ら
健
康

大
任
町
か
ら
元
気
を
発
信

健
康
と
長
寿
を
祝
う

9
月
18
日
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

で
大
任
町
敬
老
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
た
く
さ

ん
の
人
が
訪
れ
、
お
祝
い
金
や
記
念
品
、

表
彰
状
な
ど
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
敬
老
会
の
該
当
者
で
あ
る

75
歳
以
上
の
人
は
８
９
２
人
。
そ
の
内
、

１
０
０
歳
以
上
を
迎
え
る
人
は
３
人
に

な
り
ま
す
。
米
寿
の
該
当
者
は
32
人
、

80
歳
以
上
夫
婦
は
48
組
、
90
歳
以
上
夫

婦
は
２
組
で
し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
原
譲
二
町
長
が
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後「
米

寿
」の
代
表
と
し
て
山
下
進
さ
ん（
安

永
）、
80
歳
以
上
夫
婦
を
代
表
し
て
稲
垣

保
さ
ん
・
ト
シ
子
さ
ん（
池
本
）が
表
彰
さ

れ
、永
原
町
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
、

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
終

了
後
、
大
任
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副

会
長
渡
邉
新
さ
ん
が
永
原

町
長
に
対
し
、
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
来

場
者
の
お
楽
し
み

余
興
の
時
間
。
レ
イ
カ
シ

ス
タ
ー
ズ
が
ま
ず
最
初
に

見
事
な
歌
声
を
披
露
し
会

場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
み
や
た
た
か
し

さ
ん
に
よ
る
北
島
三
郎
、

綾
小
路
き
み
ま
ろ
の
も
の

ま
ね
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
綾
小
路
き
み

ま
ろ
の
も
の
ま
ね
で
は
、
本
物
そ
っ
く
り

な
絶
妙
な
語
り
芸
で
客
席
を
大
い
に
沸

か
せ
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
テ
レ
ビ
番
組
の
も
の
ま
ね

王
座
決
定
戦
な
ど
で
優
勝
し
て
い
る
市

原
利
夏
さ
ん
は
、
美
空
ひ
ば
り
を
は
じ 大

任
町
敬
老
会

め
、
多
彩
な
も
の
ま
ね
を
披
露
。
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
敬
老
会

に
訪
れ
た
み
な
さ
ん
は
今
年
も
心
の
底

か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

 ④_敬老会の席でお祝いの言葉を述べた永原町長。 ⑤_
お礼の言葉を述べる老人クラブ連合会副会長渡邉新さん。

見事な歌声を披露した姉妹デュオ レイカシスターズ

みやたたかしさんによる北島三郎や絶妙な語り芸で客席を沸かせた綾小路き
みまろのものまね、市原利夏さんによる小林幸子、美空ひばり、市原悦子な
どさまざまなものまねで会場は大いに盛り上がりました。

①

③

いついつまでも
笑顔で長生き

④

⑤

②

①_会場に訪れたみなさんは多彩な余興に笑顔があふれていました。 ②③_
米寿 山下進さん（安永）と80歳以上夫婦 稲垣保さん・トシ子さん（池本）が
代表して永原町長から表彰を受けました。
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　８月28日、大任町公民館で平成23年度納涼囲碁大会が開
催されました。この囲碁大会に囲碁愛好家11人が参加。Aパー
ト、Bパートに分かれて対局を楽しみました。パート別の結
果はAパートは数山陽一さん、Bパートは山下徹さんが各パー
トを優勝し決勝に駒を進めました。
　決勝戦は、互いに巧みな頭脳戦を繰り広げ、山下さんが盤
上を制し、見事総合優勝を手にしました。

頭脳戦で盤上を制するのは
平成23年度納涼囲碁大会

▼対局中、会場は碁石を盤上に置く音が響いていました

▲本来の力が出せませんでしたが、競技を楽しんでいました

　第40回田川郡子ども親善スポーツ大会が、８月28日に大
任町民グラウンドで開催されました。この大会に、田川郡内
の６町村から11チームが参加。大任町から道善子ども会、峰
子ども会合わせて12人がグラウンドゴルフを楽しみました。
　青空の下、子どもたちの元気な声が響きわたり、狙いどお
りにボールをカップに入れると周囲から大きな拍手と歓声が
沸き上がりました。

郡内の子どもたちが一堂にプレイ
第40回田川郡子ども会親善スポーツ大会

　９月４日、川崎町勤労青少年ホームで「田川地区救急の日の
つどい」が開催され、田川市郡から約200人が参加しました。
　始めに福岡県医師会常任理事の大木實さんによる「災害時
の救急医療～東日本大震災の実態から」の講演が行われ、ま
た田川地区消防署の浦野晃一救急小隊長が、通院先や手術
歴などをあらかじめ記入し、救急車の搬送に備える救急安心
カードの紹介をしました。講演後、田川地区消防署救急隊に
よる救急救命の実演が行われ、会場に訪れた人は救急医療へ
の正しい理解と認識を深めていました。

救急医療の大切さを知る
田川地区救急の日のつどい2011

まちの話題Topics 問 企画財政課 広報係　☎ 63-3000
身近なまちの話題を紹介します。お気軽に情報をお知らせください。
広報紙に掲載された人には写真を差し上げますのでご連絡ください。

▼蘇生中、隊員が来ても蘇生をやめないでくださいと呼びかけていました

　８月22日、道の駅おおとう桜街道さくら館の源泉を新たに
掘削するため、道の駅前（峰）で地鎮祭が行われました。
　この地鎮祭に、永原町長を始め、大任町議会議長や近隣の
区長、工事関係者などが出席し、工事中事故が起きないよう
に祈願しました。
　工事期間中、町民のみなさまには大変ご迷惑をおかけいた
しますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

源泉の掘削工事が開始
源泉の掘削地で地鎮祭開催

▼新たな源泉の掘削中に事故がないよう祈願しました

▲西日本空手道選手権大会で熱戦を繰り広げた春武館の拳士たち

　８月28日、田川市総合体育館で行われた第23回西日本空手道選
手権大会に春武館が出場し、次のとおり好成績を残しました。（敬称略）
形▶【１位】原 阿寿可（一般高校女子）【２位】永末 大成（小５
男子）、三島 珠季亜（小３・４女子）、三島 聖羅（中学女子）

【３位】浦野 風弥（小１男子）、廣畑 奏実（小３・４女子）、湯
元 茜麗（中学女子）、団体戦（中学生）
組手▶【１位】堀尾 侑希（小６男子）、三島 珠季亜（小３・４女
子）、三島 聖羅（中学女子）、原 阿寿可（一般高校女子）、団
体戦（小学生）【２位】木本 大智（小２男子）、坂木 勇太（小４
男子）、高瀬 大地（小６男子）【３位】浦野 夕妃奈（小３・４女
子）、廣畑 奏実（小３・４女子）、三島 ありさ（中学女子）

春武館が大会でメダル19個獲得
第23回西日本空手道選手権大会

▲田川発展のため田川一丸となってくださいとあいさつする永原町長

　田川地区７市町村の各自治体中堅職員を対象に田川郡町村
会主催の合同研修が８月29日・30日、赤村の源じいの森で
開催され、この研修に64人の中堅職員が参加しました。
　開会式で田川郡町村会長の永原町長は「より良い行政運営
を行っていく上で、重要な柱となっていくみなさんに、田川
を発展させるため町村の隔たりなく、田川一丸となってもら
おうと今回研修を開催しました」とあいさつ。研修中、加治忠
一香春町長、寺西明男添田町長、春本武男赤村長が講師とし
て講演し、職員は真剣な面持ちで、聞いていました。

より良い行政運営を行うために
田川郡町村中堅職員研修会開催

　９月８日、大任小・今任小の３年生を対象に
川の環境について考える「彦山川清流ルネッサ
ンスキャンペーン」が催され、47人が参加しま
した。最初に役場で川の概要を学習し、川の上流・
下流の透明度や水質を計測した後、水辺公園に
移動し、実際に川に入って川の昆虫などを採取
し身近にある川を調べました。
　その後、役場に戻り子どもたちによる川の調
査報告が行われ、汚れた水をきれいにするには
どれだけの水が必要なのか、また、川を汚さな
いために、今一人ひとりができることについて
真剣に考えていました。

川の環境について考える
彦山川清流ルネッサンスキャンペーン実施

▲虫眼鏡などを使って、川にはどんな生き物がいるのかを調べる子どもたち
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筑豊市民大学講座の会場となった福岡県立大学の講義室に
は、64人の参加者が訪れていました。永原町長が語る「道の
駅」という身近な話に参加者は熱心に聞き入っていました。

　９月17日、福岡市の天神中央公園で「筑豊フェア2011」が
開催され、約30団体が参加。筑豊地域の特産品や食文化な
どを大々的にアピールしました。
　大任町もこのフェアに参加し、栗

くり

やにんにく球、ゆずごしょ
うなどを販売。会場に訪れた多くの人たちは、各テナントで
足を止め、各市町村の自慢の食べ物を食べたり、特産品を買
い求めたりして、イベントは盛況のうちに終わりました。

筑豊の「食」と「文化」を発信
筑豊フェア2011

▼市場よりも安く販売されている農産物が来場者の目を引いていました

▲永原町長から建部啓子さんに教育委員の辞令が交付されました

　９月12日に第６回議会定例会で建部啓子さん（皿山）の大
任町教育委員会委員の任命についての同意が得られました。
本会議終了後、町長室で教育委員の辞令交付式が行われ、永
原町長から教育委員の辞令が手渡されました。建部さんは藤
本弘文さん（下今任）の任期満了に伴い、後任として新たに就
任しました。なお、任期は４年となっています。建部啓子さ
んの紹介は17ページのクローズアップで紹介しています。

建部啓子さんが教育委員に就任
教育委員辞令交付式

まちの話題Topics 問 企画財政課 広報係　☎ 63-3000

　８月 24 日、下今任の十輪院の境内で夏の終わりの風物詩、
鎮火地蔵尊大祭が行われました。
　16 時から地域の子ども力士による奉納相撲が行われ、子
どもたちの白熱した取り組みが行われました。辺りが暗くな
ると盆踊りが始まり、舞姫によるおおとう音頭や創作ダンス
が踊られ、会場は大いに盛り上がりました。
　その後、境内に訪れた人も参加し盆踊りが踊られ、地域の
祭りを堪能しながら夜は更けていきました。

夏の終わりに開催される風物詩
十輪院鎮火地蔵尊大祭

▼子ども力士による取り組みが行われ、熱戦を繰り広げました

▲道の駅おおとう桜街道に来場した人へ安全運転を呼びかけました

　秋から年末にかけて、夕暮時や夜間の交通事故が増加する
傾向があります。それに伴い、一人ひとり安全運転を心掛け
てもらうため、９月21日から30日の10日間、県内で「秋の交
通安全県民運動」が一斉に実施されました。
　大任町では、21日に交通安全協会や田川警察署、町内の各
団体などによる交通安全啓発パレードを行い、パレード終了
後は道の駅で車を運転中の運転手に安全運転を呼びかけるチ
ラシを配布しました。期間中以外でも一人ひとりが交通ルー
ルを守り、安全運転をしましょう。

一人ひとりが交通ルールを守りましょう
秋の交通安全県民運動

　

日
中
は
ま
だ
ま
だ
暑
さ
厳
し
い
折
、

皆
様
方
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
筑
豊
市
民
大
学
運
営
委
員
会

か
ら
筑
豊
市
民
大
学
講
座
の
講
演
の

依
頼
が
あ
り
、
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
わ
た
く
し
が
町
長
に
就
任

し
て
は
じ
め
に
行
っ
た
職
員
の
意
識
改

革
、
町
の
取
り
組
み
、
特
に
道
の
駅
お

お
と
う
桜
街
道
、
今
後
の
大
任
町
に
つ

い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
を
通
し
て
、
わ
た
く
し
は
参

加
者
に
対
し
、
大
任
町
の
活
性
化
、
ま
た

田
川
市
郡
手
を
取
り
合
っ
て
田
川
の
活
性

市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
己
を
変
革
し
、
共
に
刺
激
し
合
い
な
が
ら
学
習

す
る「
筑
豊
市
民
大
学
講
座
」。
８
月
27
日
、
福
岡
県
立
大
学
で
こ
の
筑

豊
市
民
大
学
講
座
が
行
わ
れ
、
２
時
間
程
度
講
師
と
し
て
永
原
町
長
が

「
大
任
町
道
の
駅
へ
の
思
い
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
行
わ
れ
た
講
演
を
通
じ
て
、
参
加
者
に
話
し
た
永
原
町
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
…
。

　

町
を
活
性
化
し

　

子
ど
も
た
ち
が
誇
り
を
も
て
る

　

ふ
る
里
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こちら町長室
道の駅の思いを語る

化
を
行
い
、
そ
の
中
で
雇
用
を
生
み
出
す

こ
と
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
が
自
慢
で
き

る
町
・
ふ
る
里
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
信
念
を
語
り
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
参
加
さ
れ
た
方
々
か

ら
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
少
し
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。「
大
任
町
活
性
化
の

た
め
に
実
践
し
た
ア
イ
デ
ア
な
ど
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」、「
町
の
イ

メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
と
す
る
町
長
さ

ん
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」、

「
大
任
町
の
イ
メ
ー
ジ
が
１
８
０
度
変

わ
っ
た
」な
ど
と
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
田
川
地
区
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ

「
世
界
記
憶
遺
産
」に
登
録
さ
れ
た
山

本
作
兵
衛
さ
ん
、
日
本
経
済
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た「
家
族
で
一
日
楽
し
め
る

道
の
駅
」で
お
お
と
う
桜
街
道
が
西
日

本
で
５
位
に
な
る
な
ど
、
今
田
川
地
区

は
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
逃
さ
な
い
た
め
に
も
、

田
川
市
郡
協
力
し
合
っ
て
、
発
展
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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認
定
申
請
と

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て

要
介
護
認
定
申
請
は
、
最
初
に
主
治

医
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
の

有
無
に
つ
い
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
し

か
し
、「
友
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

る
か
ら
私
も
使
い
た
い
」「
知
人
や
事
業

者
に
認
定
を
受
け
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
」

「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
認
定
を
受
け

て
お
き
た
い
」な
ど
の
理
由
で
は
、
申
請

本
当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

利
用
者
の
健
康
と
保
険
料
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

小さなことから大きなことまで　まちのあれこれHOTNEWS

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

わ
た
し
た
ち
の
介
護
保
険

問
住
民
課 

福
祉
係　

☎
63
・
３
０
０
４

一人当たり年間給付費の推移

■介護保険サービスに係る費用と財源

■自分でできることは可能な限り自分で行
いましょう。
■要介護状態にならないためにも、日ごろ
から健康管理に努めましょう。

第
４
回
目
は
今
任
加
圧
施
設
に
つ
い

て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

安心安全なライフラインを守るために

今
任
加
圧
施
設
の

建
て
替
え
を
行
い

安
定
給
水
力
の
向
上
へ

問水道課　☎ 63・3293

加
圧
施
設
と
は

加
圧
施
設
と
は
、
水
圧
を
落
と
さ
ず

に
各
家
庭
に
水
を
送
る
た
め
の
施

設
で
す
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
浄
水
場
か

ら
離
れ
た
地
区
や
高
台
の
地
区
は
、
水
圧

が
落
ち
安
定
し
た
給
水
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
浄
水
場
か
ら
送
ら
れ
る
水
を

こ
の
施
設
に
た
め
て
、
圧
を
加
え
て
再
度

送
水
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
し
た
水
圧

で
の
供
給
が
で
き
る
の
で
す
。

町
内
の
加
圧
施
設
の
問
題
点

町
内
に
は
、
今
任
加
圧
・
道
善
加

圧
・
根
床
加
圧
、
柿
原
加
圧
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
今
任
加
圧
施
設
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
貯
水
槽（
容
量

２
７
０
ト
ン
）か
ら
の
漏
水
や
送
水
ポ
ン

プ
お
よ
び
配
電
盤
な
ど
の
老
朽
化
が
ひ
ど

い
状
態
で
す
。
ま
た
、
昔
に
比
べ
水
洗
ト

イ
レ
な
ど
の
設
備
が
増
え
て
い
る
た
め
に

有
効
容
量
も
不
足
し
て
い
る
現
状
で
す
。

　

こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
今
任

加
圧
施
設
を
建
て
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
工
事
の
内
容
は
、
古
い
貯
水
槽
を

撤
去
し
新
し
く
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
貯
水
槽

（
容
量
２
０
０
ト
ン
）を
２
基
設
置
。
ま

た
、
送
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
配
電
盤
な
ど
も

新
し
く
し
て
い
き
ま
す
。

水
道
料
金
を
比
較

大
任
町
の
水
道
料
金
は
、
右
の
表
の

と
お
り
、
近
隣
市
町
村
に
比
べ
て

基
本
料
30
％
、
超
過
料
44
％
程
度
安
く

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
を
近
隣
市
町
村
並
み
に

水
道
事
業
は
、
み
な
さ
ん
の
水
道
使

用
料
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
22
年
度
の
水
道
事
業
会
計
は
、
老
朽

化
に
よ
る
施
設
の
破
損
な
ど
の
修
繕
費

が
多
く
、
４
５
４
万
円
の
赤
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
水
道
施

設
の
建
て
替
え
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
将
来
的
に
は
近
隣
市
町
村

並
み
の
水
道
料
金
に
見
直
し
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

近
隣
市
町
村
平
均

大
任
町

基
本
料

１
１
３
０
円

７
８
０
円

超
過
料

２
５
０
円

１
４
０
円

を
受
け
付
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

介
護
度
の
審
査
判
定
に
係
る
経
費
は

１
件
当
た
り
１
万
円
以
上
で
、
す
べ
て

各
市
町
村
が
負
担
し
て
お
り
、
最
終
的

に
そ
の
負
担
は
町
民
全
体
に
跳
ね
返
っ

て
き
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
と
一
緒
に
作
成
す
る
介
護

予
防
プ
ラ
ン
は
、
自
立
や
在
宅
生
活
を
支

援
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。
本
人
や
家
族

に
と
っ
て
必
要
と
は
言
え
な
い
サ
ー
ビ
ス

は
、
利
用
者
本
人
の
体
力
低
下
を
ま
ね
い

た
り
、
給
付
費
の
増
加
か
ら
介
護
保
険

料
の
上
昇
に
つ
な
が
り
ま
す
。

廃
用
症
候
群
に
注
意

普
段
健
康
な
人
で
も
体
を
動
か
さ

な
く
な
る
と
、
筋
肉
や
関
節
、
心

肺
な
ど
全
身
の
機
能
が
ど
ん
ど
ん
低
下

し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
副
相

性
状
を「
廃
用
症
候
群
」と
言
い
ま
す
。

　

筋
肉
の
衰
え
は
意
外
と
早
く
、
ま
っ
た

く
使
わ
な
い
と
１
週
間
で
20
％
も
低
下
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ま

す
ま
す
体
を
動
か
さ
な
く
な
り
、
最
後
に

は
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
悪

循
環
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

１
人
当
た
り
の
年
間
給
付
費

要
介
護
・
要
支
援
者
に
対
す
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
給
付
に
係
る
費
用
の

１
割
を
利
用
者
本
人
が
負
担
し
、
残
り
の

９
割
を
公
費
で
50
％
、
40
歳
以
上
65
歳

未
満
の
人
の
保
険
料
で
30
％
、
65
歳
以
上

の
人
の
保
険
料
で
20
％
を
そ
れ
ぞ
れ
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

大
任
町
で
は
、
認
定
率
が
高
く
て
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
も
多
く
い
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
給
付
費
も
大
き
く
な
り
、
ほ
か
の

市
町
村
に
比
べ
て
介
護
保
険
料
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

単位：円

50万

40万

30万

20万

10万

０

広域全体
大任町

19年度 20年度 21年度 22年度

介護保険サービスに係る費用
１割 ９割

利用者
本人

公費 50％
（市町村、県、国）

保険料
30％

40 歳以上
65 歳未満

20％
65 歳以上



12広報おおとう　2011.10月号13 広報おおとう　2011.10月号

大任町公民館（教育委員会 学校
教育・社会教育係）☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G体育館・B&G海洋センター・サ
ボテンハウス ☎63・4832

ふるさと館おおとう ☎41・2055

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

事業課 ☎63・3001

税務課 ☎63・3002

住民課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

住民課（戸籍・衛生）
☎63・3003

大任町役場
☎63-3000

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ
情報をお届けします

Information
　監査委員、大任町決算審査意見書提出
　８月４日から25日、宇佐見利憲監査委員、宮本孝一監査委
員による平成22年度大任町一般会計および特別会計歳入歳
出決算などの審査が行われました。審査内容は意見書にまと
められ９月２日に町長室で永原町長に手渡されました。宇佐
見委員は「平成22年度における財政健全化判断の財政指標は
すべて健全段階です。しかし財源確保には、税金などの徴収
強化、より一層の歳出削減が必要です。今後も住みよいまち
づくりを目指して業務に携わってください」と報告をしました。

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

国
民
年
金
で
免
除
さ
れ
た
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　

弁
護
士
ま
た
は
司
法
書
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
18
日
㈫　

13
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

大
任
町
役
場

■
対
象
者　

収
入
や
資
産
が
一
定
の
基
準

以
下
で
あ
る
こ
と
を
満
た
し
て
い
る
人

■
相
談
内
容　

民
事
・
家
事
・
行
政
に
関

す
る
法
律
相
談

■
相
談
料　

無
料

秋
の
巡
回
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

度
ま
で
に
免
除
さ
れ
た
追
納
保
険
料
の

額
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
平
成
20
年
度
以
前
の
追
納
額
に

は
一
定
の
加
算
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。）

　

な
お
、
保
険
料
の
追
納
に
は
納
付
書

が
必
要
で
す
。
納
付
書
の
発
行
は
申
込

み
が
必
要
で
す
の
で
、
直
方
年
金
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
年
３
月
以
前
に
免
除
さ
れ
た
期

間
は
、
全
額
免
除
で
３
分
の
１
、
４
分
の

３
免
除
で
２
分
の
１
、
半
額
免
除
で
３

分
の
２
、
４
分
の
１
免
除
で
６
分
の
５
で

計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
期
間
に
は
、

全
額
免
除
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、

そ
し
て
４
分
の
１
免
除
の
４
種
類
あ
り
、

こ
れ
ら
の
免
除
期
間
は
、
老
齢
・
障
害
・

遺
族
の
各
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資

格
期
間
を
み
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
期
間
と
同
じ
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

は
、次
の
と
お
り
計
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

学
生
納
付
特
例
と
若
年
者
納
付
猶
予
に

よ
っ
て
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

な
い
カ
ラ
期
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◉
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算

※
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
を
１
と

し
た
場
合

▼
全
額
免
除
期
間　

２
分
の
１

▼
４
分
の
３
免
除
期
間　

８
分
の
５

▼
半
額
免
除
期
間　

４
分
の
３

▼
４
分
の
１
免
除
期
間　

８
分
の
７

　

免
除
期
間
に
つ
い
て
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
し
て
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
追
納
で
き
る
期
間
は
、
先
に
免

除
さ
れ
た
期
間
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
学
生
納
付
特
例
と
若
年
者
納
付
猶

予
は
、先
に
追
納
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
追
納
す
る
平
成
22
年

免除した
年度

追納保険料額
全額免除 ３/ ４免除 半額免除 １/ ４免除

15 年度 14,540 円 ― 7,270円 ―
16 年度 14,340 円 ― 7,170円 ―
17 年度 14,380 円 ― 7,190円 ―
18 年度 14,440 円 10,830 円 7,220円 3,610円
19 年度 14,470 円 10,840 円 7,230円 3,610円
20 年度 14,580 円 10,940 円 7,290円 3,640円
21 年度 14,660 円 10,990 円 7,330円 3,660円
22 年度 15,100 円 11,320 円 7,550円 3,770円

平成23年度に追納する
平成 22年度までに免除した追納保険料の額

資産等報告書の審査意見書提出

　９月14日、大任町政治倫理条例に伴う
政治倫理審査会（西藤嶺会長 ほか４人）か
ら、町長、副町長、議会議員、農業委員お
よび、その配偶者などの資産等報告書の審
査意見書が提出されました。今後５年間、
時間内であれば、いつでも閲覧できます。
■閲覧場所　大任町役場 総務課
■閲覧時間　平日の９時～ 16 時まで
問総務課　☎ 63・3000

大任町商工会からお知らせ
商工会月例経営塾を開催します

　商工会月例経営塾を開催します。この月
例経営塾に興味のある人は、ぜひご参加く
ださい。
■とき　10 月19日水　14 時 30 分～16 時まで
■ところ　大任町商工会館
■講演　�「事例から学ぶ新ビジネス発掘講座」

～生き残りの為に～
■講師　西元 知基さん（中小企業診断士）
■定員　20 人
■受講料　500 円
■申込締切　10 月14 日㈮まで
問大任町商工会　☎ 63・2241

優良運転者表彰の推薦受付
該当者は申込用紙を提出してください

　今年も優良運転者
に対して地区協会長表
彰・警察署長、地区協
会長連名表彰の推薦受
付を行います。
■提出期限
　10 月 31日月まで
■申込用紙配布先
　添田大任地区交通安全協会（添田警部交番内）
■提出先　添田大任地区交通安全協会
※詳しくはお問い合わせください。
問添田大任地区交通安全協会　☎82・0574

　藤本弘文さん教育委員退任に対し感謝状贈呈
　８月 30 日、町長室で教育委員を退任す
る藤本弘文さん（下今任）への感謝状贈呈
式が行われました。
　藤本さんは、平成 16 年３月 17 日から
教育委員に就任し、平成 23 年８月 30 日
までの約７年間、教育行政の推進に多大な
尽力を賜りました。その功績に対し永原町
長から感謝状が贈呈されました。

　

次
の
と
お
り
、
平
成
23
年
度
応
急
手

当
普
及
員
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰
の
３

日
間　

９
時
～
18
時

応
急
手
当
普
及
員
講
習
を
開
催

　

生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
女
性
の

健
康
い
き
い
き
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　
11
月
７
日
㈪　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

田
川
総
合
庁
舎

■
講
話　
「
女
性
の
健
康
に
つ
い
て
」

■
講
師　

石 

明
寛
さ
ん（
産
業
医
科
大

学 

産
業
保
健
学
部 

教
授
）

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
締
切
日　

10
月
31
日
㈪
ま
で

問
田
川
保
健
福
祉
事
務
所 

健
康
増
進
係

☎
42
・
９
３
４
５

女
性
の
健
康
い
き
い
き
講
座
開
催

　

障
害
の
あ
る
人
の
就
業
機
会
を
拡
大

す
る
た
め「
障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
14
日
㈮　

13
時
受
付

■
と
こ
ろ　

の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川　

☎
44
・
８
６
０
９

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

　

飯
塚
駐
屯
地
で
は
、
次
の
と
お
り「
創

立
45
周
年
記
念
行
事
」を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
６
日
㈰　

９
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　

飯
塚
駐
屯
地

■
内
容　

装
備
品
展
示
、
乗
馬
体
験
、
装

備
車
試
乗
、
文
化
展
な
ど

※
天
候
に
よ
り
内
容
が
変
更
す
る
場
合
が

飯
塚
駐
屯
地
創
立
45
周
年
記
念
行
事

　

10
月
17
日
㈪
か
ら
23
日
㈰
ま
で
の
１

週
間
は「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」で
す
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
く
ら
し
・
行
政
な
ん

で
も
相
談
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

10
月
21
日
㈮　

10
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　

田
川
市
役
所

■
相
談
料　

無
料

問
総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
０
８
１

く
ら
し
・
行
政
な
ん
で
も
相
談
の
開
設

赤
い
羽
根
共
同
募
金

10
月
１
日
㈯
～
12
月
31
日
㈯

　

み
な
さ
ん
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
い
て
い

る
赤
い
羽
根
共
同
募

金
が
、
ま
ち
の
福
祉

を
支
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
大
任
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
63
・
４
８
２
８

募
金
が
ま
ち
の
福
祉
を
支
え
て
い
ま
す

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
法
テ
ラ
ス
福
岡 

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
５
０
２

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
駐
屯
地 

広
報
室

☎
０
９
４
８
・
22
・
７
６
５
１

■
と
き　

10
月
23
日
㈰　

10
時

■
と
こ
ろ　

香
春
町
役
場

■
譲
り
た
い
人　

事
前
に
動
物
病
院
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
飼
い
主
が
決
ま
ら

な
い
場
合
は
、
必
ず
連
れ
て
帰
っ
て
く
だ

こ
い
ぬ
・
こ
ね
こ
の
飼
い
主
を
募
集

さ
い
。
ま
た
、
無
料
で
譲
れ
る
生
後
３
カ

月
以
内
の
こ
い
ぬ
・
こ
ね
こ
が
対
象
で
す
。

■
欲
し
い
人　

複
数
希
望
の
場
合
抽
選

を
行
い
ま
す
。
新
し
い
飼
い
主
に
は
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

※
動
物
の
飼
育
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
住
宅
な

ど
に
お
住
ま
い
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
田
川
開
業
獣
医
師
会 
坂
東
動
物
病
院

☎
62
・
３
５
２
２

■
と
こ
ろ　

田
川
地
区
消
防
本
部

■
対
象
者　

18
歳
以
上
で
田
川
市
郡
に
居

住
し
て
い
る
人
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

■
申
込
先　

田
川
地
区
消
防
署
・
香
春
分

遣
所
・
金
田
・
川
崎
・
添
田
の
各
分
署

■
受
付
期
間　

11
月
６
日
㈰
ま
で

■
定
員　

30
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

ま
た
、テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
田
川
地
区
消
防
署 

本
署

☎
44
・
０
６
５
０

　

沖
縄
地
域
で
の
福
岡
県
出
身
の
戦
没

者
お
よ
び
一
般
戦
災
死
没
者
の
追
悼
式

を
行
う
た
め
参
列
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き　

平
成
24
年
１
月
20
日
㈮

■
と
こ
ろ　

沖
縄
県
糸
満
市

■
申
込
期
限　

10
月
31
日
㈪

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
財
団
法
人
福
岡
県
遺
族
連
合
会
事
務
局

☎
０
９
２
・
７
６
１
・
０
０
１
２

沖
縄
地
域
戦
没
者
追
悼
式
の
参
加
募
集

今後５年間、閲覧できます

西藤会長（右）から永原町長に審査意見書が手渡されました
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まちの介護福祉講座

変形性
ひざ関節症に

ついて

栄養や睡眠をとり、体力を低下させないようにしましょう
いきいき
国保

Vol. 51

Health

抵抗力が弱くなったときなどに発症する帯状疱疹

　

高
齢
者
の
生
活
や
行
動
範
囲
を
狭
め

る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
変
形
性
ひ
ざ

関
節
症
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
一
番
の
原
因
は
、
長
年
に
わ
た

り
ひ
ざ
を
使
い
、
ひ
ざ
の
関
節
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
の
役
割
を
し
て
い
る
軟
骨
が
す

り
減
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
ま
す
。

　

ま
た
、
軟
骨
の
弾
力
性
を
保
つ
働
き

を
し
た
り
、
関
節
の
動
き
を
ス
ム
ー
ズ

に
す
る
潤
滑
油
の
役
割
を
す
る
ヒ
ア
ル

ロ
ン
酸
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
年
齢
を

重
ね
る
と
と
も
に
減
少
し
病
状
を
悪
化

さ
せ
た
り
し
ま
す
。

　

症
状
と
し
て
は
、
立
ち
上
が
っ
た
と

き
に
痛
ん
だ
り
、正
座
が
し
に
く
く
な
っ

た
り
、
階
段
の
上
り
下
り
が
辛
く
ひ
ざ

の
内
側
を
押
す
と
痛
ん
だ
り
し
た
と
き

が
初
期
症
状
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
軽
症
の
人
や
自
分
で
も

気
付
い
て
い
な
い
人
を
含
め
る
と
、
現

在
、
日
本
人
の
５
人
に
１
人
が
関
節
症

だ
と
言
わ
れ
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
病
院
で
治
療
を
受
け
て

い
る
人
は
約
２
割
で
、
ほ
か
の
人
は
痛

み
を
我
慢
し
て
普
段
通
り
の
生
活
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

症
状
が
進
む
と
、
骨
と
骨
が
直
接
ぶ

つ
か
り
合
い
、
骨
が
削
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
徐
々
に
痛
み
が
強
く
な
り
、
ひ
ざ

が
Ｏ
脚
に
変
形
し
た
り
し
ま
す
。

　

こ
の
症
状
が
進
む
と
和
式
ト
イ
レ
の

使
用
や
玄
関
な
ど
の
上
り
下
り
が
困
難

に
な
っ
て
生
活
に
も
支
障
が
出
て
、
少

し
ず
つ
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
う
原

因
と
な
り
ま
す
。

　

寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
い
原
因
を

た
ど
っ
て
い
く
と「
最
初
は
ひ
ざ
の
痛

み
か
ら
」な
ど
と
い
っ
た
こ
と
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
、
痛
み
を
感
じ
お
か
し
い

な
と
思
っ
た
と
き
は
、
出
来
る
だ
け
早

期
に
整
形
外
科
な
ど
の
専
門
医
の
受
診

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

治
療
法
と
し
て
は
、
運
動
療
法
や
湿

布
や
服
薬
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
な
ど
の
関
節
注
射
な
ど
、
そ

の
人
に
合
っ
た
治
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

症
状
に
よ
っ
て
は
手
術
な
ど
も
検
討

さ
れ
ま
す
が
、
現
在
は
技
術
も
進
歩
し

て
い
ま
す
の
で
、
よ
り
安
心
安
全
に
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
の
生
活
に
お
い
て
は
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
の
装
具
も
使
わ
れ
ま
す
。

正
座
や
あ
ぐ
ら
な
ど
、
ひ
ざ
に
負
担
が

掛
か
る
姿
勢
で
長
時
間
座
っ
て
い
る
の

も
症
状
を
進
行
さ
せ
る
原
因
に
な
る
の

で
、
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
イ
ス

を
使
用
し
た
り
な
ど
普
段
の
生
活
の
見

直
し
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

かし、ウイルスは活動を始め増殖し始
めたときから、神経を破壊していきま
す。そして破壊された神経は修復され
ません。これを「帯状疱疹後神経痛」
と呼びます。

治療としては？
　一般には、神経がまだ破壊されてい
ない初期の段階で、抗ウイルス薬によ
る治療をすれば帯状疱疹後神経痛の
予防が期待できます。
　しかし、痛みがひどい場合は、神経
ブロックなどを行って痛みを和らげる
治療法が有効ですが、できるだけ早い
段階での治療が有効です。

　病気、疲労、ストレスなどで身体の
抵抗力が弱くなったときにウイルスが
活動し始めることで発症します。完全
に予防する方法はありませんが、日ご
ろから栄養と睡眠をとり、適度に運動
を行うなど体力を低下させないことが
最も大切です。
問 住民課 国保係　☎63・3004

　

今
月
号
は
、
町
民
の
方
か
ら
寄
贈
や

情
報
提
供
さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
大
峰

第
三
坑
寫
眞
帖（
写
真
帳
）に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

写
真
帳
は
横
23
．
５
セ
ン
チ
、
縦
16

セ
ン
チ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
15
ペ
ー
ジ

の
写
真
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
表

紙
に『
蔵
内
鑛
業
株
式
會
社　

大
峰
第

三
坑
寫
眞
帖　

昭
和
四
年
十
二
月
』と

あ
り
、
現
在
の
ゴ
ル
フ
場
付
近
に
あ
っ

た
大
峰
三
坑
の
写
真
帳
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

表
紙
の
右
下
に（
猪
口
寫
）と
あ
る
こ

と
か
ら
猪
口
と
い
う
人
に
よ
っ
て
撮
影

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
写
真
帳

は
こ
れ
以
外
に
昭
和
９
年
４
月
発
行
の

も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
数
回

に
わ
た
り
発
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

写
真
帳
は
炭
鉱
全
景
、
坑
口
、
炭
鉱

内
部
、
撰
炭
場
の
様
子
、
坑
務
係
、
労

務
係
、
安
全
灯
係
、
雑
務
係
、
検
炭
係
、

医
局
、
運
炭
部
、
工
作
係
、
木
工
係
、

運
搬
係
、撰
炭
部
な
ど
炭
鉱
で
働
く
人
々

の
写
真
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
情
景
か
ら
は
、
煙
突
が
高
く

そ
び
え
る
様
子
、
石
炭
が
積
ま
れ
た
多

く
の
ト
ロ
ッ
コ
や
坑
道
に
使
用
さ
れ
る

多
く
の
木
材
や
人
々
の
服
装
な
ど
大
峰

三
坑
の
当
時
の
様
子
が
克
明
に
撮
影
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
峰
三
坑
は
大
正
８
年（
１
９
１
９
）

に
開
坑
し
、
昭
和
13
年（
１
９
３
８
）年

ま
で
操
業
さ
れ
た
大
任
で
も
有
数
の
炭

鉱
で
し
た
。
大
正
４
年（
１
９
１
５
）に

開
業
し
た
小
倉
鉄
道（
後
の
添
田
線
）も

大
峰
三
坑
の
石
炭
を
積
み
出
す
た
め
に

敷
か
れ
た
鉄
道
で
し
た
。

　

三
坑
の
繁
栄
の
様
子
は
人
口
か
ら
も

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
峰
三

坑
開
坑
前
の
大
正
５
年
の
大
任
の
人
口

は
７
３
３
世
帯
、
４
６
２
１
人
、
開
坑
後

の
大
正
９
年
の
人
口
は
２
４
８
２
世
帯
、

１
万
９
９
３
人
と
世
帯
数
は
３
倍
、
人
口

は
２
倍
以
上
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

炭
鉱
に
職
を
求
め
る
人
、
そ
の
人
相

手
に
商
売
を
始
め
る
人
な
ど
で
大
任
は

空
前
の
景
気
で
栄
え
ま
し
た
。

※
會（
会
）、
寫（
写
）な
ど
の
旧
字
体
表

記
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
ま
し
た
。

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

大
峰
第
三
坑
寫し

ゃ

眞し
ん

帖ち
ょ
う

に
つ
い
て

第 71 話

力が弱くなったときや疲れたとき、あ
るいは年をとったことなどが原因で再
び活動を始めることがあります。これ
が帯状疱疹です。

症状としては？
　帯状疱疹は、神経の通っている部分、
それも身体の左右どちらかに帯のよう
に現れます。頭・顔・胸・背中・おし
りなどに発生し、初めはピリピリ、チ
クチクした痛みから始まります。
　しばらくすると帯状に赤くなり、や
がて水ぶくれになって神経痛のような
激しい痛みをともないます。その中で
も顔にある三

さん

叉
さ

神経に沿って現れる場
合は、失明や顔面神経マヒをともなう
こともあるので特に注意が必要です。
　また、高齢者には、
軽い発熱や神経痛
などの症状が現れ
そ の 後 赤 く腫 れ、
水ぶくれができ７～
10日程たつと、水ぶくれがかさぶたに
なるという症状が多くみられます。し

●作品名　「絆
きずな

」
　（大任町文化連盟

書道教室から選出）
●作者　村上 泰隆 さん（成光）
●コメント「書道を始めて16 年。ま
だまだ勉強中で、納得できる作品は
できませんが、今後も続けていき納
得できる作品を書きたいです。」

No.71●
種　

属　

ハ
シ
ラ
サ
ボ
テ
ン
亜
科（
ハ
マ
ト
カ
ク
タ
ス
属
）

●
原
産
地　

メ
キ
シ
コ（
コ
ア
ウ
イ
ラ
州
・
タ
マ
ウ
リ
パ
ス
州
）

●
開
花
時
期　

夏

●
特　

徴　

�

単
幹
で
、
花
は
黄
色
で
夏
に
開
花
。
本
種
同
形

品
に
大
碇
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。

問
サ
ボ
テ
ン
ハ
ウ
ス　

☎
63
・
４
８
３
２

紅
べ に

鶴
つ る

丸
ま る

帯
た い

状
じ ょ う

疱
ほ う

疹
し ん

とは、子ども
のころによく

かかる病気の１つが水ぼうそう（水
すい

痘
とう

）ウ
イルスです。このウイルスが再び活動を
始めることがあります。これが皮膚の病
気「帯状疱疹」です。今回は、そんな帯
状疱疹についてです。

原因としては？
　水ぼうそうと
帯状疱疹の発症
は、同じウイルス
が原因です。こ
の原因となるウイ
ルスを「水痘・帯
状疱疹ウイルス」
といいます。
　子どものころにかかる病気の１つに
水ぼうそうがありますが、これはウイ
ルス性の病気で、１度発症して治ると
一生感染しません。
　しかし、ウイルスは死んでしまった
のではなく、長い間、身体の中の神経
節に潜り込んでおり、病気などで抵抗

▶
大
峰
第
三
坑
寫し
ゃ

眞し
ん

帖ち
ょ
うの
表
紙

▶
坑
内
の
様
子
が
分
か
る
写
真

▶
炭
鉱
の
労
働
者
た
ち
の
集
合
写
真
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寒
灯

西
村 

賢
太 

著

の日が休室日です

日 月 火 水 木 金 土

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 １ ２ ３ ４ ５

10 月の休室日

開 室
時 間

貸 し
出 し  うちＣＤとビデオは

 １点ずつ

 休室日を変更する
 場合があります

図書／ 10 冊まで

９時〜 17 時

−新刊案内−
New Books

お
お
き
な
か
ぶ
、

む
ず
か
し
い
ア
ボ
カ
ド

村
上 

春
樹 

著

コ
ク
リ
コ
坂
か
ら

宮
崎 
駿 
著

の
っ
け
ご
は
ん
１
０
０

瀬
尾 

幸
子 

著

科
学
な
ぞ
と
き
物
語

大
山 

光
晴 
監

下
町
ロ
ケ
ッ
ト

池
井
戸 

潤 

著

ぼ
く
た
ち
の大

切
な
歯

岡
崎 

好
秀 

著

★一般書★
◎クーラーいらずの涼しい生活 99 の技　　　松井 一恵  著
◎ねぇ知ってる？大図鑑　　　　　　　　　福岡 伸一  監

※そのほか、多数入庫しています

その他の新刊

▼今後、建部さんは大任町の教育委員として教育行政のために務めていきます

クローズ・アップ

vol .68

建部 啓子さん（皿山）
★年齢　60　歳　★趣味　書道

教育とはすべての基礎

− Board  Of  Educat ion  −

　真剣な面持ちで話してくれたのは、大任町教育委員会委員
に任命された建部啓子さん。建部さんは学校事務職員として
職に就かれ、直方聾

ろう

学校で２年間、東鷹高校で６年間、田川高
校で１年間と退職するまでの９年間を管理職である事務長とし
て職務に就かれていました。
　建部さんは「まだまだ分からないことが多いですが、長い間、
福岡県の教育行政に携わってきました。この経験を生かして、
少しでも役に立てるように頑張っていきたいです」と教育委員
としての意気込みを語り、また「未来を担う子どもたちがこれ
から先、良い人生を歩んでいく原点が教育だと思います」と教
育への思いを話してくれました。
　そんな建部さんに趣味をたずねると「少しだけですが書道を
やっています。書道以外には、先日行われた筑豊市民大学講座
などの講座にも通っているんですよ」と答えてくれました。そ
のほかには、スポーツジムにも通われているという建部さんは

「今まではデスクワークだったので、体を動かしているんです
よ」と話してくれました。書道のほかに今後やっていきたいこ
とはありますかとたずねると建部さんは「退職したばっかりな
ので、今したいことはわかりませんが、ゆっくり考えてやりた
いことを見つけていきたいですね」と笑顔で話してくれました。
　最後に、建部さんにとって「教育とは」とたずねると「やはり
教育とはすべての基礎になると思っています。未来ある子供た
ちの基礎づくりに少しでも貢献できたらうれしいです」と力強
く答えてくれました。

　９月４日、今任小学校PTAによ
る運動場の除草作業が行われまし
た。当日は、台風の影響で朝から
雨が降り、傘をさしての作業でし
たが、運動場全体は、緑のじゅう
たんをひいた状態から、作業後見違えるほどきれいになり、
運動場らしくなりました。これで子どもたちは、思いっきり
運動や遊ぶことができるようになり、とても喜んでいました。

問教育委員会 学校教育係  ☎63・2242

運動場の除草作業を行いました

教 育 信通 今 校学任 小

ク
ジ
ラ
と
海
と
ぼ
く

水
口 

博
也 

著

10 月生まれ

大
おお

場
ば

 慶
けい

次
じ

く ん ２歳
Ｈ21年10月27日生まれ

池本・男の子

藤
ふ じ

本
も と

 秀
ひで

千
ち

代
よ

く ん ３歳
Ｈ20年10月８日生まれ

灰ノ木・男の子

松
ま つ

田
だ

 翔
しょう

太
た

く ん １歳
Ｈ22年10月26日生まれ

狐塚・男の子

渡
わた

邉
なべ

 花
か

埜
の

ち ゃ ん １歳
Ｈ22年10月26日生まれ

池本・女の子

東
と う

田
だ

 爽
そ

良
ら

く ん １歳
Ｈ22年10月10日生まれ

峰・男の子

11 月生まれの赤ちゃんを募集します

　11月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募集
します。次回の締め切りは10月14日金です。
※役場でも撮影を行います。

問企画財政課 広報係　☎63・3000

ダニエル・トルソン
● 町内の小中学校で
英語を教えるALT。ウ
イグル出身。山口大学
卒業。妻と娘２人の４
人家族。田川市在住。
40歳。

　ダニエルが毎月クイズを出題します。対象者は中学生以下で
す。正解者の中から抽選で１名に図書券500円分を差し上げま
す。また、正解者は次号の広報紙に写真掲載されます。

　先月号のクイズの回答者数は127人
でした（大任小８人、今任小16人、誠
慈保育園26人、今任保育園51人、ど
んぐり保育園26人）。そのうち正解者
は47人でした。
　厳正なる抽選の結果、当選者は大任
小学校の丸山 泰偲くんに決定しまし
た。おめでとうございます。 丸山 泰偲くん

ＡＢ Ｃ ＤＦ G H　今月の問題
小
学
校
用
の
問
題

先月号の当選者

ダニエルの

クイズ Vol. 49 保
育
園
用
の
問
題

　今月のクイズは、以下のとおりです。問題用紙は各学校・
保育園でもらってください。
1�小学校用
　�　次のハロウィーンに関しての質問に答えてください。
2��保育園用
　�　次の絵を色塗りしてください。その絵は英語で何と言い

ますか。英語の読み方をひらがなで書いてください。
　回答期限は10月14日金までです。1 2の正解者を合わ
せて抽選を行います。
問教育委員会 学校教育係　☎63・2242

浦
う ら

野
の

 美
み

羽
う

ち ゃ ん ２歳
Ｈ21年10月29日生まれ

不動・女の子
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◆
今
月
の
表
紙

　

９
月
15
日
、
中
央
公
園
で
撮
影
。
５

月
15
日
に
行
わ
れ
た
花
植
え
作
業
で
多

く
の
人
に
植
え
ら
れ
た
花
が
見
事
に
咲

き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

●　問い合わせ先
田川市　☎ 44-2000
添田町　☎ 82-1231
川崎町　☎ 72-3000
赤　村　☎ 62-3000
香春町　☎ 32-2511
糸田町　☎ 26-1231
福智町　☎ 22-0555

（平成 23年８月末現在）

田川市郡のイベント情報

65 歳未満 65 歳以上 計
男 2,080 人（－４）    580 人（＋４） 2,660 人（±０）
女 2,053 人（－４）    958 人（＋２） 3,011 人（－２）
計 4,133 人（－８） 1,538 人（＋６） 5,671 人（－２）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,534 世帯（＋３）

★
宏
報
編
集
室

▼
最
近
、
某
テ
レ
ビ
局
の
低
予
算
で
制
作

さ
れ
た
冒
険
活
劇
ド
ラ
マ
に
は
ま
っ
て

い
ま
す
。
低
予
算
な
の
で
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

の
低
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
す
が
、
内
容

は
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
面
白
い
ド

ラ
マ
で
す
。
放
送
時
間
が
遅
く
録
画
し

て
見
て
い
ま
す
が
、
毎
回
吹
き
出
し
な

が
ら
見
て
い
ま
す
。【
宏
輔
】

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

● 発生件数  15 件（  79 件）
● 死亡者数    0 人（    0 人）
● 負傷者数    7 人（  38 人）

（　）内は平成 23 年の累計

交通事故発生状況（８月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110 番

福岡県内の交通事故による高齢者の死者
数は減少傾向にありますが、交通事故によ
る全死者数の約半数を占めています。夜歩
くときは、明るい服をきるようにしましょう。

町内犯罪発生状況（８月中）

種 類 件 数
空き巣・忍び込みなど 2 件
オートバイ・自転車盗 0 件

自動車盗 1 件
部品盗 0 件

車上荒らし 1 件
自動販売機荒らし 0 件

ひったくり 0 件

 10月行事予定表  神無月
日 月 火 水 木 金 土

２ 古紙リサイクル週間 ３ 世界ハビタット・デー ４ 都市景観の日 ５ ６ 国際協力の日 ７ ８
大任小学校
今任小学校
体育会

【各小学校 ９時〜】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【役場 10時〜12時】

暴力追放
総決起大会

【レインボーホール
 13時30分〜】

９ 寒露 10 体育の日 11 安全・安心なまちづくりの日 12 国際防災の日 13 14 鉄道の日 15
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【役場 10時〜12時】

遠賀川流域
古墳同時公開

【ふるさと館おおとう
 ９時30分〜 16時】

16 17 薬と健康の週間 18 統計の日 19 食育の日 20 21 22
田川郡身体障害者
体育大会

【糸田町 ９時30分〜】

遠賀川流域
古墳同時公開

【ふるさと館おおとう
 ９時30分〜 16時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時】

心配ごと相談
【役場 10時〜12時】

乳児健診
(４・７・12ヵ月児

対象者個人通知)
【集会室 13時30分

〜 14時30分】

障害者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

戦没者慰霊祭
【旧庁舎跡 慰霊塔前

 10時〜】

23 24 霜降 25 26 27 28 29
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
（女性民生委員が対応）
【役場 10時〜12時】

30 31 １ ２ ３ 文化の日 ４ 場 所
第25回しじみ祭り

【水辺公園 10時〜15時】
町県民税
固定資産税
第３期納期限

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【役場 10時〜12時】

【集会室】
…役場住民集会室

【視聴覚】
…役場視聴覚室

【多目的】
…役場多目的ホール

【公民館】
…大任町公民館

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）
●山本作兵衛コレクション展【田川市石炭・歴史博物館】

　９月17日土～１月９日月　９時30分～17時30分まで

　観覧料�：大人210円、高校生100円、小中生50円

　※20人以上の場合、団体料金があります。

　内容�：ユネスコ世界記憶遺産に登録された山本作兵

衛さんの炭坑の記録画の原画展を開催します。

　��問田川市石炭・歴史博物館　☎44・5745

◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp/）
●第24回ふる里まつり【そえだサン・スポーツランド】

　10月22日土・23日日　10時～ 16時

　内容�：地元の特産品や姉妹町の北海道美深町から

直送のジャガイモ・カボチャなどを販売。楽し

いステージイベントなども行われます。

　��問添田町役場地域産業推進課　☎82・1236

●第21回岩石城まつり【そえだサン・スポーツランド周辺】

　10月23日日　13時～ 15時

　内容�：戦国時代さながらの合戦パフォーマンスが会

場を沸かせます。

　※今年は武者行列の練り歩きは行いません。

　��問添田町役場地域産業推進課　☎82・1236

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp/）
●第10回金田・神崎山笠競演会【金田駅裏イベント広場】

　10月15日土　19時30分～ 21時30分

　10月16日日　18時～ 21時30分

　内容�：毎年この日のために里帰りするという人も

多い２日間。７基の山笠による迫力の競演を

ぜひ間近でご覧ください。

　��問福智町役場まちづくり総合政策課　☎22・7766

●第16回上野焼秋の窯開き【上野焼陶芸館ほか】

　10月21日金～ 23日日

　内容�：400年以上の歴史

を誇る国指定の伝統

的工芸品、上野焼。

毎年恒例の秋の窯開

きでは、特徴を生か

し工夫を凝らした窯元の新作やテーマに沿っ

た創作の数々が登場します。

　��問上野焼協同組合　☎28・5864

10月18日火
秋の巡回
法律相談

視聴覚室
 13時〜 16時

※事前予約者のみ

☆まちのお知らせ☆

　毎年行われている婦人スポーツ大会。今年も次のとおり開催しますので、
多くのご参加をお待ちしています。
■種目　�ソフトバレーボール
■とき　�11月18 日金　受付：18 時～　開会：18 時 30 分～
■ところ　�大任町 B&G 体育館
■申込方法・期限
　４人以上８人以内で１チームを作り、11月11日金までに教育課社会教
育係に申込書を提出してください。参加申込書は、区長・組長宅、または
大任町公民館にあります。

問教育課 社会教育係　☎ 63・2242

婦人スポーツ大会
参加者募集

多くのご参加お待ちしています

　春と秋に行われている古墳同時公開。遠賀川流域の日ごろ見ることがで
きない装飾古墳をはじめとした古墳や遺跡の同時公開を行います。これを
機会に歴史探訪に出掛けてみませんか。
■とき　�10 月15 日土・16 日日　９時 30 分～ 16 時まで
■入場料　�無料

問ふるさと館おおとう　☎ 41・2055

遠賀川流域９ヵ所で
古墳同時公開

遺跡・古墳が同時公開

10月15日土・16日日
道の駅おおとう桜街道
一周年記念イベント

９時〜 20時まで
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平成23年

大任町秋のEvent

しじみ祭り

両日とも９時～ 20時

●ところ　水辺公園（六本松・彦山川河川敷）
●内容　�▶消防団による記念放水 ▶GO！GO！三輪車

リレー ▶ラムネ早飲み ▶しじみ祭りわくわく大
抽選会など

※抽選券は先着 1,000 人に配布します。また、受付で被
災地への募金活動も行いますので、ご協力おねがいします。
問大任町商工会　☎ 63・2241

10/30SUN　10時～15時

道の駅おおとう桜街道

１周年記念イベント

●ところ　道の駅おおとう桜街道
●内容　�アンパンマン・仮面ライダーオーズキャラクター

ショー、美川憲一ものまねショーなどさまざまな
イベントを企画しています。ぜひお越しください。

問道の駅おおとう桜街道　☎ 63・4430

10/15SAT・16SUN


